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与
論
島
民
の
盤
山
入
植
70
年

～ 
与
論
へ
の
思
い
、
開
拓
の
心
　
未
来
へ
つ
な
ぐ 

～

　

7
月
20
日
、
第
70
回
入
植
記
念

日
の
集
ま
り
が
盤
山
公
民
館
で
行

わ
れ
、
住
民
約
30
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。
公
民
館
周
辺
の
掃
除
後
に

式
典
が
行
わ
れ
、
自
治
会
長
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
亡
く
な
っ
て

い
っ
た
仲
間
に
黙
と
う
を
さ
さ
げ

ま
し
た
。

　

盤
山
は
与
論
島
の
人
口
過
密
に

よ
り
、
満
州
国
錦
州
省
盤
山
県
に

わ
た
っ
た
与
論
開
拓
団
が
戦
後
鹿

児
島
に
引
き
上
げ
て
き
て
、
昭
和

21
年
7
月
に
入
植
し
て
で
き
た
地

域
で
す
。

　

昭
和
21
年
6
月
2
日
に
博
多
港
を

経
由
し
鹿
児
島
に
引
き
上
げ
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。

　

県
下
各
地
（
霧
島
・
高
峠
・
出
水
・

川
内
・
栗
野
・
田
代
）
の
入
植
予
定

地
を
視
察
し
た
結
果
、
水
と
薪
が
豊

富
な
田
代
村
の
国
有
地
を
入
植
予
定

地
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

与
論
島
で
も
満
州
で
も
、
水
と
薪
に

恵
ま
れ
な
か
っ
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　

昭
和
21
年
7
月
18
日
に
54
戸

１
６
５
人
が
入
植
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

木
を
伐
り
、
根
を
掘
り
起
こ
す
開

墾
作
業
は
ほ
と
ん
ど
の
方
が
初
め
て

の
経
験
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

県
か
ら
配
給
さ
れ
る
食
糧
だ
け
で

は
不
足
し
て
い
た
の
で
、
ヤ
マ
ク
ワ

の
葉
や
ア
ザ
ミ
も
食
糧
に
し
た
そ
う

で
す
。

　

集
落
の
名
前
は
入
植
者
全
員
が
話

し
合
い
、
満
州
の
盤
山
に
ち
な
ん
で

「
盤
山
」
と
決
め
た
そ
う
で
す
。

　

以
来
、
畜
産
と
農
業
、
特
に
お
茶

の
生
産
に
力
を
入
れ
て
今
日
に
い
た

り
ま
す
。

　

現
在
、
盤
山
に
は
25
戸
64
人
が
暮

ら
し
て
お
り
（
8
月
1
日
現
在
）
ブ

ロ
イ
ラ
ー
専
業
が
２
戸
、
お
茶
専
業

が
10
戸
と
農
業
を
営
ん
で
い
る
方
が

多
い
地
域
で
す
。
現
在
は
入
植
4
世

ま
で
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
盤
山
で
ブ
ロ
イ
ラ
ー
専

業
を
営
ん
で
い
る
、
入
植
２
世
の
基

も
と
い 

岸
澄
さ
ん
と
和
代
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

Ｑ�　

盤
山
は
ど
の
よ
う
な
土
地
柄

で
す
か
？

Ａ　
【
盤
山
は
一
つ
の
家
族
】

　

盤
山
開
拓
団
と
し
て
の
苦
難
の
歴

史
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
仲
間
意
識

が
強
く
、
常
に
協
力
の
姿
勢
が
あ
る
。

　
「
つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
み
ん
な

が
助
け
て
く
れ
る
か
ら
頑
張
れ
る
。

だ
か
ら
、
自
分
も
仲
間
が
困
っ
て
い

た
ら
助
け
る
の
は
当
た
り
前
。
例
え

ば
、
お
悔
や
み
が
あ
っ
た
時
も
、
家

族
の
代
表
が
行
く
の
で
は
な
く
家
族

全
員
で
行
く
。
そ
の
く
ら
い
仲
間
を

大
事
に
し
て
い
ま
す
。」

Ｑ�　

第
１
世
代
の
方
か
ら
開
拓
の

お
話
を
聞
い
て
い
た
ら
教
え
て
く

だ
さ
い
。

Ａ�　
【
全
員
で
戻
っ
て
き
た
。
心
に

恥
じ
る
こ
と
は
な
い
】

　
「
母
の
基
カ
ミ
か
ら
聞
い
た
話
だ

が
、
戦
争
が
終
わ
り
女
子
は
ソ
連
兵

か
ら
追
わ
れ
る
立
場
と
な
っ
た
た
め
、

顔
を
黒
く
塗
っ
て
男
装
し
、
昼
間
は

物
陰
に
隠
れ
、
夜
移
動
す
る
よ
う
な

生
活
が
続
い
た
そ
う
で
す
。

　

母
は
田
代
に
来
た
と
き
『
ソ
連
兵

が
こ
こ
ま
で
は
追
っ
て
こ
な
い
だ
ろ

う
。
こ
こ
な
ら
見
つ
か
ら
な
い
だ
ろ

う
』
と
安
心
し
た
の
が
一
番
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
ま
た
、
そ
ん
な
困
難
な
道

の
り
の
中
で
も
、『
生
き
た
子
ど
も
を

満
州
国
に
残
す
よ
う
な
こ
と
は
し
な

か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
は
心
に
恥
じ
る

こ
と
は
な
い
』
と
話
し
て
い
ま
し
た
。」

Ｑ�　

現
在
の
与
論
と
の
つ
な
が
り

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ�　
【
離
れ
て
い
て
も
自
分
た
ち
の

ル
ー
ツ
は
与
論
島
】

　
「
自
分
た
ち
の
ル
ー
ツ
は
与
論
だ
か

ら
忘
れ
て
は
い
け
な
い
し
、
後
世
に

も
引
き
継
い
で
い
か
な
い
と
い
け
な

い
。
私
は
昨
年
息
子
と
与
論
に
行
っ

て
、
親
戚
一
同
と
息
子
の
顔
合
わ
せ

を
行
っ
た
。
息
子
は
、
今
年
の
夏
も

い
と
こ
達
と
集
ま
っ
て
自
分
た
ち
の

ル
ー
ツ
を
知
る
た
め
に
与
論
島
に
行

こ
う
と
計
画
し
て
る
み
た
い
で
す
。

子
ど
も
達
に
与
論
を
引
き
継
ぐ
の
が

私
の
仕
事
な
ん
で
す
。」

　

与
論
島
か
ら
の
盤
山
入
植
70
年

を
迎
え
た
今
も
、
親
か
ら
子
へ
入

植
の
歴
史
、
与
論
島
へ
の
思
い
が

引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

先
人
た
ち
の
切
り
開
い
た
歴
史

が
あ
る
か
ら
こ
そ
今
の
自
分
た
ち

の
家
族
、
生
活
が
あ
り
ま
す
。

　

家
族
で
自
分
た
ち
の
ル
ー
ツ

育
っ
た
環
境
を
話
し
、
語
り
継
い

で
い
く
こ
と
も
家
族
を
大
切
に
す

る
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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盤
山
入
植
の
歴
史

現
在
の
思
い

開拓記念碑前での集合写真

開拓地の麦の手入（昭和 27 年）

昭和 24 年４月３日花瀬公園にて（盤山青年団）
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ら
忘
れ
て
は
い
け
な
い
し
、
後
世
に

も
引
き
継
い
で
い
か
な
い
と
い
け
な

い
。
私
は
昨
年
息
子
と
与
論
に
行
っ

て
、
親
戚
一
同
と
息
子
の
顔
合
わ
せ

を
行
っ
た
。
息
子
は
、
今
年
の
夏
も

い
と
こ
達
と
集
ま
っ
て
自
分
た
ち
の

ル
ー
ツ
を
知
る
た
め
に
与
論
島
に
行

こ
う
と
計
画
し
て
る
み
た
い
で
す
。

子
ど
も
達
に
与
論
を
引
き
継
ぐ
の
が

私
の
仕
事
な
ん
で
す
。」

　

与
論
島
か
ら
の
盤
山
入
植
70
年

を
迎
え
た
今
も
、
親
か
ら
子
へ
入

植
の
歴
史
、
与
論
島
へ
の
思
い
が

引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

先
人
た
ち
の
切
り
開
い
た
歴
史

が
あ
る
か
ら
こ
そ
今
の
自
分
た
ち

の
家
族
、
生
活
が
あ
り
ま
す
。

　

家
族
で
自
分
た
ち
の
ル
ー
ツ

育
っ
た
環
境
を
話
し
、
語
り
継
い

で
い
く
こ
と
も
家
族
を
大
切
に
す

る
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　ひとり暮らしや家の中で過ごしがちな高齢者と地域住民が、自宅から歩いていける場所、例えば公民館・
集会所等に集まってレクリエーション、おしゃべり、ゲーム、体操など「気軽に」「無理なく」「楽しく」
話して笑い、わきあいあいとした時間を過ごし、地域の「仲間づくり」をする場所です。
　サロンに参加することにより、孤立・閉じこもりの防止や生活に役立つ情報の交換の場を得ることがで
きます。まずは、ご近所でサロンを開催しているところがないか探してみましょう。社会福祉協議会、地
域包括支援センターでもサロンを見つけるお手伝いをいたします。

ふれあいを通した生きがいづくり・仲間づくりの輪が益々広がります。
　サロンに参加したいけど近所にない、そんなときは自治会単位でサロンを立ち上げてみましょう。運営
の担い手はサロンに集まる住民の皆さんです。
　現在 37 自治会でサロン活動を行っています。

手順１　参加者に声を掛ける
　まずは、参加者を募りましょう、「最近、テレビをぼんやり見ていることが多い」「地域で交流がしたい」
などと考えている知り合いはいませんか？いろんな方に声を掛けてみましょう。

手順２　サロンの開催場所を決める
　サロンの開催場所は、参加者が仲間と会うために歩いていける範囲です。
　（例：公民館・集会場・空き家など）

手順３　相談する
　サロンを立ち上げるための相談を受け付けています。お気軽にご相談ください。

錦江町社会福祉協議会……………… ℡0994-22-2000
錦江町地域包括支援センター……… ℡ 0994-22-3030

ふれあいいきいきサロンとは

だいでん
「ふれあい・いきいきサロンで楽しく元気に」

自治会単位のサロン始めませんか

　笑喜サロンでは空き家を利用し、週２回サロ
ンを開催しています。はじめの頃は月１回でし
たが少しずつ集まる回数が増えてきました。会
員は男性１名女性８名ですがとても雰囲気が良
く賑やかです。体操・コーラス・花壇づくり・
塗り絵折り紙・踊りなど皆で話し合い楽しく活
動しています。作品が出来上がると飾り付けし
たりするので部屋の中でも季節を感じられます。
　昼食を皆でつくり楽しい時間を過ごしていま
す。最近では古民家の敷地でグランドカーリン
グをすることが楽しく、サロン以外の日でも集
まることがあります。

（代表　笑喜 清春さん）

　町内で唯一空き家でサロンを開講した笑喜
いきいきサロンを紹介します。笑喜いきいきサロン
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右から南大隅町 森田町長、錦江警察署 有木園署長

右は鹿児島興業信用組合 満田理事

観音堂の前で灯篭の飾りつけをするメンバー

鯛の稚魚を放流する神川小学校児童

６月29日（水）午前9時から役場庁議室で、錦江町、南大隅
町暴力団排除措置等に関する協定調印式を行いました。
錦江町では暴力団排除条例や町が行う契約からの暴力団排
除措置に関する要綱などを制定しています。
今回の協定はこれらの条例や要綱を適用するにあたり、情
報提供などのルールを定めたものです。
なお南大隅町でも同様の取り組みがなされており、今回の
調印式は合同での開催となりました。

錦江町、南大隅町暴力団排除措置等
に関する協定調印式を行いました

７月12日（火）大根占漁港で神川小学校の児童35名が1万8千匹の
真鯛の放流を行いました。漁業への理解を深めてもらったり、稚魚
と触れ合うことで命の大切さを知ってもらおうと2年前からおおす
み岬漁協が町内の小学校を対象に実施している。
稚魚は生後100日で体長７㎝ほどの大きさです。
児童らは海と水槽を何往復もしてすべての稚魚を海に放流しま

した。堂園菜那さん（６年生）は「鯛が小さくてかわいかった。海で
大きく美味しく育ってほしい」と話していました。

神川小学校　真鯛の放流体験

７月１日（金）、半下石自治会を拠点に地域の高齢者のふれあい活
動を行っている20名（半下石サロン）が半下石公民館横の馬頭観音堂
での灯篭祭り（7月21日）のために灯篭作りを行いました。子どもが
半下石自治会に少なくなってから約20年間、灯篭制作は途絶えてい
ましたが、今年は初めてサロンで灯篭作りを行いました。
この日は前回までに半紙を付けた灯篭に飾りつけを行いました。
メンバーの青木キサエさんは、「昔は馬と一緒に多くの人がお参り

に来て、飲ん方をしていた。少しでもあのころのように人が集まれば」
と話していました。

半下石サロンで灯篭の飾りつけ

６月29日（水）午前11時から役場庁議室で、錦江町と鹿児島興業信
用組合との特定健康診査推進事業の推進に関する覚書の締結式を行
いました。
これは、健康診査を推進することによって、健康づくりや疾病・重

症化予防を推進することを目的としています。町が実施する健康診
査事業（基本健診など）を受診した方に対して定期預金の金利0.1パー
セント程度の優遇を行います。県内では６番目の取り組みとなります。
本事業は８月１日からの開始となっています。詳しくは保健福祉

課　保険衛生チーム（℡0994-22-3044）または鹿児島興業信用組合
大根占支店（℡0994-22-0527）までお問い合わせください。

特定健康診査事業の推進に関
する覚書締結式を行いました

1

2

3

4
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７月14日（木）、かごしま県民交流センターで九州・沖縄地区青
年農業者会議が開催され、貫見欣

きん

司
じ

さん（池野自治会）が鹿児島県
代表として農業プロジェクト発表をされました。
貫見さんは田代川原でえのき茸の生産・販売をされており、施

設内に雑菌が侵入し商品の50％を廃棄してしまった経験とこれを
解決していった活動を紹介され、参加者からは多くの質問が寄せ
られました

県代表として農業経験を発表5

７月27日（水）、花瀬観光農園組合のブドウ園の開園式が浜田
農園で行われました。開園式では、毎年クラシック四重奏と保
育園・幼稚園の園児によるハサミ入れ式を行っています。21回
目となる今年も弦楽四重奏団の「アンサンブル・シティエラ」によ
るクラシック演奏と田代幼稚園園児13名によるハサミ入れ式が
行われました。
「今年のブドウは糖度も18度と高く美味しいブドウができまし
た。」と浜田農園の濱田隆介さん（昇陽自治会）は話していました。
しばたて観光農園と浜田農園はともに9月中旬から下旬まで開

園しています

クラッシックブドウ園開園！

７月17日（日）に大根占夏祭りがおおすみ岬漁協特設舞台で、
7月28日（木）に田代夏祭りが田代中央グラウンドで商工会主
催で行われました。大根占夏祭りでは、渚のフラダンサーズ
によるフラダンスや川原兄弟による歌謡ショーなどが行われ、
田代夏祭りではジョイサウンズによる演奏や鼓友会の太鼓演
奏、田代幼稚園・川原保育園園児の輪踊りなどがありました。
10年以上どちらのお祭りにも参加し、写真を撮っている塩
田清信さん（木原自治会）は「お祭りはみんなが楽しそうにして
いるのが良い。また来年もきたい。」と話していました。

夏祭りが大根占地区、
田代地区で開催されました

第８回錦江レゲエ浜祭りが7月16日（土）に神川海岸で開催されまし
た。準備には神川地区の方々のご協力をいただきました。
雨が降ったりやんだりするあいにくの天気で昨年より少し来場者数

は減りましたが、それでも約1,500人の方々が会場を訪れました。
町内外から集まった飲食店業者の出店や、舞台には８組の出演があ

りました。青年団も「錦江町盛り上げ隊」として出演をしました。舞台
を降りて来場者と一体となってダンスをしたり、クワガタガールズの
バックダンサーをしたりと会場を盛り上げるパフォーマンスをしてい
ました。

錦江レゲエ浜祭りの開催6

7

8

暮らしの情報や、みんなの活躍など、まちの話題をピックアップしてご紹介します。

貫見さんの講演の様子

「錦江の風邪」のパフォーマンス

田代夏祭りのジョイサウンズの演奏

大根占夏祭りのフラダンス披露

ブドウの棚の下でクラシック演奏の様子



　

町
民
の
皆
さ
ま
こ
ん
に
ち

は
。
東
北
生
ま
れ
の
私
に
と
っ

て
は
人
生
で
経
験
し
た
こ
と

が
無
い
よ
う
な
暑
い
夏
と
な

り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
に
於
か

れ
ま
し
て
は
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
？
熱
中
症
な

ど
が
多
く
な
る
時
節
柄
、
ご

自
愛
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
は
『
イ
メ
ー
ジ

の
共
有
』
に
つ
い
て
、
皆
さ

ま
と
共
に
考
え
て
参
り
ま
す
。

　

仕
事
が
ら
、
私
は
全
国
各

地
の
先
進
地
域
『
い
わ
ゆ
る

頑
張
っ
て
い
る
地
域
』
と
連

携
を
図
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、

頑
張
っ
て
い
る
地
域
に
は
幾

つ
か
の
『
決
定
的
』
な
特
徴

が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

１�

）
町
民
さ
ん
・
町
内
事
業
者
・

町
内
団
体
・
役
場
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
役
割
を

積
極
的
に
担
い
実
践
し
て

い
る
こ
と
。

２�

）
年
齢
・
性
別
・
役
職
や
立

場
に
関
係
な
く
、
話
し
合

う
場
や
協
力
す
る
場
が
多

数
存
在
す
る
こ
と
。

３�

）
価
値
観
の
多
様
性
が
受
容

さ
れ
、
多
世
代
で
ゆ
る
や

か
な
連
携
が
で
き
て
い
る

こ
と
。

４�
）
若
者
や
女
性
が
自
立
的
に

活
動
で
き
て
い
る
こ
と
。

（
一
方
的
に
命
令
さ
れ
た
活

動
で
は
無
い
こ
と
。）

５�

）
情
報
開
示
と
共
有
が
進
ん

で
い
る
こ
と
。（
特
定
の
人

間
の
み
で
の
地
域
振
興
で

は
な
い
こ
と
。）

６�

）
向
か
う
べ
き
先
（
ゴ
ー
ル

『
イ
メ
ー
ジ
』）
が
明
確
で

あ
り
、
か
つ
町
内
で
共
有

出
来
て
い
る
こ
と
。

　

逆
説
的
で
す
が
、
上
記
事
項

へ
の
該
当
が
少
な
け
れ
ば
少

な
い
ほ
ど
、
地
域
活
力
が
低
い

傾
向
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
『
イ
メ
ー

ジ
の
共
有
』
が
必
要
な
の
で

し
ょ
う
か
？

　

答
え
は
非
常
に
簡
単
で
す
。

例
え
ば
、『
登
山
』
を
思
い
浮

か
べ
て
く
だ
さ
い
。

　

登
山
は
、
ど
ん
な
パ
ー

テ
ィ
ー
（
仲
間
）
と
組
む
か
？

ど
ん
な
装
備
が
必
要
か
？
い

つ
登
る
か
？
費
用
が
い
く
ら

か
か
る
か
？
な
ど
様
々
な
準

備
が
必
要
で
す
が
、
そ
も
そ
も

『
ど
の
山
に
登
る
か
』
を
仲
間

同
士
で
決
め
て
お
か
な
い
と

そ
の
先
の
準
備
が
進
み
ま
せ

ん
。

　

仮
に
、
仲
間
同
士
で
登
る

山
を
決
め
ず
に
、
準
備
を
進

め
た
場
合
、
北
極
近
く
と
赤

道
近
く
の
山
で
は
、
全
く
準
備

の
仕
方
が
異
な
る
為
、
最
終

的
に
準
備
不
足
で
確
実
に
『
遭

難
』
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

一
見
、
笑
い
話
の
様
に
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

全
国
的
に
は
民
間
企
業
や
行

政
団
体
を
問
わ
ず
、
多
数
の

組
織
が
『
登
る
山
の
イ
メ
ー

ジ
を
共
有
せ
ず
』
バ
ラ
バ
ラ

に
登
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
が
多
々
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
こ
れ
ま
で
の
様

な
右
肩
上
が
り
の
社
会
構
造

で
あ
れ
ば
、『
経
験
則
』
で
登

り
切
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

誰
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

急
激
な
右
肩
下
が
り
社
会
で

あ
れ
ば
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　

経
験
の
無
い
山
を
、
バ
ラ

バ
ラ
の
意
識
に
よ
る
バ
ラ
バ

ラ
の
準
備
で
登
れ
ば
、
や
は

り
確
実
に
『
遭
難
』
に
至
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

広
報
『
６
月
号
』
に
記
載
し

た
『
錦
江
町
版
百
人
委
員
会
』

は
ま
さ
に
、『
イ
メ
ー
ジ
共
有

の
場
』
で
あ
り
、『
考
え
る
場
』

だ
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
く

だ
さ
い
。

　

来
年
度
か
ら
本
格
稼
働
す

る
『
百
人
委
員
会
』
を
今
年

度
は
１
テ
ー
マ
限
定
で
試
験

運
用
し
ま
す
の
で
、
多
く
の

町
民
さ
ま
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
町
で
暮
ら
す
方
々
は
間

違
い
な
く
『
錦
江
町
』
丸
の
乗

組
員
（
運
命
共
同
体
）
で
す

か
ら
、全
員
に
『
百
人
委
員
会
』

応
募
の
資
格
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
応

募
願
い
ま
す
。

吉
田
統
括
監
だ
よ
り

第 

３ 

号

KINKO TOWN PUBLIC RELATIONS 2016.8  6
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表彰を受ける中央分団の皆さん 池田分団の皆さん

① 

話
し
合
い
テ
ー
マ
：

　
『�

ふ
る
さ
と
納
税
の
み
ら
い
志
向
な
使
い
方
』

※�

町
民
さ
ん
の
多
大
な
る
ご
協
力
に
よ
り
集
ま
っ

た
『
ふ
る
さ
と
納
税
』
の
使
い
道
を
町
民
さ
ん

と
共
に
『
未
来
志
向
』
で
考
え
、
町
に
提
言
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

② 

応
募
対
象
者
及
び
定
数

・�
18
歳
以
上
の
町
内
在
住
も
し
く
は
勤
務
者
（
参
政

権
と
同
様
と
し
ま
す
。
高
校
生
も
参
加
可
）

・
定
員
：
15
名
以
内

・�

定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
と
し
、
落
選
者

は
欠
員
登
録
を
行
い
ま
す
。

③� 

任
命
期
間
：
本
事
業
限
り
で
す
が
、
来
年
度
以

降
に
再
任
を
妨
げ
な
い
も
の
と
し
ま
す
。

④� 

活
動
期
間
：
10
月
～
３
月
（
６
か
月
間
／
合
計

７
回
程
度
）

⑤� 

活
動
報
酬
に
つ
い
て
：
１
人
１
回
出
席
に
つ
き

１
、０
０
０
円

⑥� 

募
集
期
間
：
８
月
15
日
（
月
）
９
時
～
９
月
16

日
（
金
）
17
時
ま
で

⑦� 

申
し
込
み
先
：
役
場
政
策
企
画
課

　

�（
☎
22

－

３
０
３
２
）

　

※
電
話
の
み
受
付
可
能
で
す
。

　

錦
江
町
で
は
平
成
17
年
の
合
併
以
降
、
自
治
会

等
の
い
わ
ゆ
る
住
民
自
治
組
織
に
よ
る
、
地
域
課

題
解
決
に
向
け
た
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
、
一

定
の
成
果
を
得
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
急
速
に
進
行
す
る
高
齢
化
や
少
子
化
等
、

い
わ
ゆ
る
過
疎
化
に
伴
う
全
町
共
通
課
題
（
地
域

活
性
化
担
い
手
育
成
、
空
き
家
問
題
、
子
育
て
支

援
、
移
住
定
住
誘
致
、
グ
ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
振

興
、
教
育
振
興
、
交
流
人
口
拡
大
、
産
業
振
興
等
）

が
顕
著
に
な
り
、
従
来
型
自
治
組
織
で
は
根
本
的

な
解
決
が
困
難
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
全
町
的
共
通
課
題
解
決
お
よ
び
町
政

へ
の
積
極
的
な
町
民
参
加
及
び
協
働
活
動
を
更
に

加
速
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
百
人
委
員
会
を

設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
錦
江
町
版
『
百
人
委
員
会
』
は
、
地
域

課
題
解
決
を
中
心
に
据
え
た
住
民
自
治
組
織
と
共

に
町
内
活
性
化
の
『
車
の
両
輪
』
と
し
て
、
町
民

の
知
恵
と
想
い
を
結
集
し
、
町
民
と
共
に
地
方
創

生
に
挑
戦
す
る
決
意
を
町
内
外
に
示
し
ま
す
。

（
２
）
百
人
委
員
会（
試
験
運
用
）委
員
募
集
要
項

（
１
）
百
人
委
員
会
設
置
に
寄
せ
る
想
い

錦
江
町
版『
百
人
委
員
会
試
験
運
用
』

委
員
募
集
の
お
知
ら
せ

消
防
団
の
技
術
・
組
織
力
向
上
が
図
ら
れ
て
い
ま
す

錦江町消防団協力隊が結成されました
　７月 26 日（火）、役場本庁 2階会議室で、消防団員
の減少などによる消防力の低下を補完するために消
防活動協力者で組織する消防団協力隊の委嘱状交付
式がありました。
　この協力隊は分団ごとに設置され、初期消火や避
難誘導などの後方支援活動を行ないます。

協力隊に委嘱された皆さん
（中央 10 名、神川 7 名、池田 6 名、宿利原 8 名、麓 4 名、川原 4 名、大原 3 名）

肝属支部消防操法大会が開催されました
　7月 31 日（日）、鹿屋市の霧島ヶ丘公園で肝
属支部消防操法大会が開催され、町代表として
自動車ポンプの部に出場した中央分団が優勝、
小型ポンプの部に出場した池田分団が準優勝と
すばらしい成績を収めました。
　また中央分団１番員の平原甲輔さん、２番員
の柳田太樹さん、池田分団指揮者の白井浩一さ
んが技能賞を受賞しました。
　優勝した中央分団は、8 月 26 日（金）に日
置市で開催される県大会に、肝属支部代表とし
て出場します。
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住民税務課 からのお知らせ
本庁 税務チーム　℡ 0994-22-3037

■ �２つの臨時福祉給付金の申請が始まります。

■ �古着としてリサイクルできるものが変更になりました！

　支給対象者の異なる2つの臨時福祉給付金が9月20日より申請開始となります。支給対象者の要件を確
認してお申し込みください。

　古着としてリサイクルできるものが大幅に変更となりました。今までの分別とは異なりますので、お間違
えの無いようにお気を付けください。町のリサイクル率は年々減少傾向にあります。
　リサイクルをすることは資源の有効活用や環境保全につながります。
　これからもリサイクル・分別を積極的に行っていきましょう。

平成28年度臨時福祉給付金
【支給対象者】平成28年度分の住民税が非課税であり、課税者に扶養されていない方が対象者です。
	 ※生活保護の受給者である方は対象となりません。
	 ※先般給付した年金生活者等支援給付金の受給者も対象となります。

【支　給　額】１人につき3,000円
【基　準　日】平成28年１月１日時点で住民票が錦江町にある方が対象です。

障害・遺族基礎年金受給者向け臨時福祉給付金
【支給対象者】�平成28年度分の住民税が非課税であり、課税者に扶養されていない方で、障害基礎年金・

遺族基礎年金を受給している方が対象者です。
	 ※生活保護の受給者である方は対象となりません。
	 ※先般給付した年金生活者等支援臨時福祉給付金を受給された方は対象となりません。

【支　給　額】１人につき30,000円

【申  請  先】	 錦江町役場住民税務課　税務チーム・支所住民生活課　税務地籍チーム
【申請期間】	 平成 28年９月20日（火）～平成28年12月22日（木）
【提出書類】	申請書・振込先口座の写し（対象者の方には申請書を９月16日に発送します。）
	 ※�申請にあたっては、役場に申請書を直接お持ちいただくか、返信用封筒に申請書を入れて郵

送してください。
錦江町役場住民税務課　税務チームまでお問い合わせください。

住民税務課・住民生活課 からのお知らせ
本庁 住民チーム　℡ 0994-22-3039　　支所 民生チーム　℡ 0994-25-2511

（今までのリサイクル品目）
Ｔシャツ パジャマ タオル

（追加でリサイクルできるようになった品目）
ウィンドブレーカー 革ジャン コート
スーツ・背広 ネクタイ ダウンジャケット
スカート ズボン 制服
ベスト 着物・和服 甚平
ジーパン ユニフォーム ワンピース
ジャージ シャツ・ポロシャツ つなぎ服
ベビー服 マフラー セーター
手袋 ストール 帽子

（リサイクルできない品目）
※主に肌に直接触れるようなもの
　こちらは燃えるごみとして出してください。

肌着 パンツ 女性用下着
靴下・足袋 軍手 カーテン

泥、ペンキで汚れたもの カーペット 仕立て屑・裁断屑

〈リサイクルに出す方法〉
◦�リサイクル指定の袋に名前を書いて品目に丸
を付けて出す。
• �自分がもう一度身に着けられる程度に洗濯したも
のを出してください。
• �ボタンやチャックはついたままでもよいです。
• �濡らさない、汚さないように袋に入れてください。
※�雨天及び雨の降る恐れのある場合、次の回収
日まで保管ください。
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■ �小規模修繕等契約希望者登録制度の新規登録の方の受付を行っております。
～ 新規登録を希望される方が対象です ～

【募集期間：平成 28 年８月 15 日（月）～８月 29 日（月）】
　小規模修繕等契約希望者登録制度とは、町が発注する小規模で簡易な内容の修繕工事等（1 件 80 万円未満）
について、錦江町建設業者等級別表に登録することが困難な町内の個人及び法人の事業者を対象に、登録制度
を設け、町内の小規模な事業者の受注機会を拡大し、積極的に活用することにより、町内経済の活性化を図る
ことを目的とした制度です。
　この制度を新規で希望される方は、募集期間内に申請書等を役場総務課へ提出してください。また、更新を
希望される方は、更新手続きが必要となりますが、別途案内をいたしております。
　なお、登録となった場合でも、「修繕等がない場合や２人以上の見積りにより最低価格を提示された方に発注
するため、登録があっても確実に契約することを約束するものではありません」ので、あらかじめご了承ください。
№ 業　種 修　　繕　　の　　例　　示
１ 大　　　工 大工修繕、型枠修繕、造作修繕等
２ 左　　　官 左官修繕、モルタル修繕、モルタル防水修繕、吹き付け修繕、とぎ出し修繕、洗い

出し修繕、ブロック・レンガ積み、タイル張り等
３ 電　　　気 構内電気設備・照明設備修繕、照明器具修繕、送配電設備修繕、受電盤・配電盤修繕等
４ 管 冷暖房設備修繕、空調設備修繕、給排水・給湯設備修繕、厨房設備修繕、水洗便所

設備修繕、ガス管配管修繕、ダクト修繕等
５ ガ　ラ　ス ガラス取付け等
６ 板　　　金 板金加工取付修繕、建築板金修繕等
７ 建　　　具 サッシ取付け、シャッター取付け、金属製・木製建具取付け、ふすま取付け等
８ 塗　　　装 塗装、ライニング、布張り仕上げ等
９ 内　　　装 インテリア修繕、天井仕上修繕、内装間仕切り修繕、カーテン・ブラインド修繕、畳張替え等
10 屋　　　根 瓦、スレート、金属薄板等により屋根をふく修繕工事
11 看板・標識製造 看板・標識等の製造、修繕
12 造　　　園 整地、樹木の植栽、景石のすえ付け等により庭園、公園、緑地等の補修、修繕
13 そ　の　他 各種機械・器具等修繕

【登録できる者】
　錦江町内に住所のある方及び錦江町内に主たる事業所を有する方（建設業の許可の有無、経営規模、従
業員数は問いません。）
　ただし、次の項目に該当する方は、登録できません。
　⑴　成年被後見人、被保佐人及びに破産者であって復権を得ていない者
　⑵　錦江町建設業者等級別表（建築一式工事、土木一式工事、舗装工事）に登録されている者
　⑶　希望する業種を履行するために必要な資格、免許等を有しない者
　⑷　自ら履行できない者
　⑸�　納付すべき町税等（町民税、軽自動車税、固定資産税、国民健康保険料、介護保険料、後期高齢者
医療保険料、保育所運営費費用徴収金、学校給食費、住宅使用料、水道使用料、農業集落排水使用料、
町畜産振興資金貸付金及び町奨学資金貸付資金をいう。）の過年度分を滞納している者

　⑹�　暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第77号。以下「暴対法」という。）
第２条第２号に規定する暴力団及びそれらの利益となるような活動を行う団体その他町の契約の相手
方として不適当と認められる者

１．提出書類等
　⑴　錦江町小規模修繕等契約希望者登録申請書（様式第１号）　※町税等調査同意書に必ず署名、押印をすること。
　⑵　修繕等実績調書（様式第２号）
　⑶　法人の場合－履歴事項全部証明書、個人の場合―代表者の身分証明書
　⑷　３電気工事及び４管工事については、必ず資格者証・事業者証等の写しを添付
２．登録期間
　登録の有効期間は、平成28年10月１日から平成30年9月30日までの２年間を有効登録期間とします。
３．申請受付及び問合せ先
　〒893-2392　錦江町城元963番地　錦江町役場 総務課 総務チーム

総務課 からのお知らせ
総務チーム ℡ 0994-22-0511
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南南大大隅隅高高校校だだよよりり  ２０１６年

８月号 

今回は職場体験学習，自転車競技部九州大会

結果，歯科衛生講話についてのご報告です 

学校ホームページまたは町内各所に「学校便り」も配布していますのでご覧下さい。 
http://www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/Minamiosumi/ 

７月４日（月）～７月７日（木），２年

生２６名の職場体験学習が行われ 

ました。生徒それぞれが希望した職場で進路選択や職業観育成に役立つ

貴重な体験ができました。 ※５位以内入賞のみ掲載

男子■チームスプリント 

・第５位  井手口（３年）

谷元（１年），塩島（２年） 

男子■スクラッチ 

・第２位  柳田（３年）

・第５位  塩島（２年）

男子■４０００M 速度競争 

・第３位  細田（１年）

男子■ケイリン 

・第４位  塩島（２年）

女子■チームスプリント 

・第２位  松井（２年），成海（１年）

女子■２０００Ｍ個人追い抜き 

・優 勝  松井（２年）

・第５位  成海（１年）

女子■スクラッチ 

・優 勝  松井（２年）

女子■５００Ｍタイムトライアル 

・優 勝  松井（２年）

女子■個人ロードレース 30km 

・第２位  松井（２年）

学校対抗■ 

・第５位

地域企業の皆様 御協力ありがとうございました。 

学校ホームページもご覧下さい。 

歯歯科科衛衛生生講講話話
６月１５日(水)ながた歯科医院の歯科衛生士さんによる１年生対象の

歯科衛生指導と永田聡先生による全校生徒への歯科衛生講話が行わ

れました。一生付き合っていくことになる自分の歯の大切さに気づかさ れ，

生徒たちが口の健康について考え直す良いきっかけになりました。 
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年金だより　

国民年金保険料納付猶予
制度の対象年齢が
拡大されました。

住 民 税 務 課 電話 0994-22-3039
住 民 生 活 課 電話 0994-25-2511
鹿屋年金事務所 電話 0994-42-5121

　

平
成
17
年
4
月
か
ら
30
歳
未
満
の

者
を
対
象
と
し
た
若
年
者
納
付
猶
予

制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
若

年
層
に
限
ら
ず
、
中
高
年
層
に
お
い

て
も
非
正
規
雇
用
労
働
者
が
増
加
し

て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
28
年

7
月
1
日
か
ら
平
成
37
年
6
月
末
ま

で
の
時
限
措
置
と
し
て
、
納
付
猶
予

制
度
の
対
象
年
齢
が
30
歳
未
満
か
ら

50
歳
未
満
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

◦�

対
象
者
が
30
歳
未
満
か
ら
50
歳
未

満
に
変
更
と
な
る
こ
と
を
除
き
、
本

制
度
の
対
象
者
の
要
件
と
な
る
所
得

の
上
限
額
・
範
囲
及
び
計
算
方
法
並

び
に
申
請
手
続
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
か
ら
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。

◦�

対
象
年
齢
の
拡
大
に
よ
り
、
国
民
年

金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
申
請
書

の
記
載
内
容
が
一
部
変
更
さ
れ
ま
し
た

が
、
以
前
か
ら
お
持
ち
の
申
請
書
で
の

免
除
納
付
猶
予
申
請
で
も
有
効
で
す
。

◦�

平
成
27
年
度
ま
で
に
若
年
者
納
付

猶
予
申
請
で
の
継
続
審
査
を
申
請
さ

れ
た
方
で
、
平
成
28
年
7
月
～
平
成

29
年
6
月
ま
で
に
30
歳
に
到
達
す
る

方
（
昭
和
61
年
7
月
2
日
～
昭
和

62
年
7
月
1
日
生
ま
れ
の
方
）
に
つ

い
て
は
、
継
続
し
て
納
付
猶
予
の
審

査
を
行
い
ま
す
。

◦�

平
成
28
年
6
月
以
前
の
期
間
に
つ
い

て
は
、
申
請
期
間
当
時
に
30
歳
未
満

で
あ
っ
た
方
の
み
が
納
付
猶
予
の
審
査

対
象
と
な
り
ま
す
。
申
請
日
が
平
成

28
年
7
月
1
日
以
降
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
平
成
28
年
6
月
以
前
に
30
歳

以
上
で
あ
っ
た
方
は
、
そ
の
期
間
の
納

付
猶
予
の
審
査
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■�

国
民
年
金
保
険
料
納
付
猶
予
制

度
と
は

　

一
般
の
免
除
申
請
の
場
合
、
本
人
・

配
偶
者
・
世
帯
主
の
最
大
3
名
の
所
得

が
審
査
に
か
け
ら
れ
ま
す
。
所
得
に
よ

り
、
全
額
免
除
・
4
分
の
3
免
除
・
半

額
免
除
・
4
分
の
1
免
除
の
4
つ
の
区

分
で
審
査
さ
れ
、
免
除
や
一
部
納
付
と

な
り
ま
す
。
将
来
受
け
取
る
年
金
額
に

反
映
さ
れ
ま
す
。

　

納
付
猶
予
制
度
の
場
合
、
本
人
・
配

偶
者
の
最
大
2
名
の
所
得
が
審
査
に
か

け
ら
れ
ま
す
。
審
査
順
番
は
一
般
の
全

額
免
除
の
次
の
2
番
目
に
審
査
さ
れ
る

区
分
で
す
。
納
付
額
は
0
円
で
、
受
給

資
格
期
間
に
入
り
ま
す
が
、
将
来
受
け

取
る
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

被災地ボランティア第5陣・第６陣・第７陣派遣の報告
　6月から行ってきた熊本市への町民ボランティアの派遣は悪天候のため計画した 4回のうち 1回しか実際
の活動はできませんでした。そこで 7月に 3回の追加派遣を決定し、募集を行いました。　　
　第 5陣《７月 13 日（水）》に 9名（男性 8名、女性 1名）、第 6陣《7月 19 日（火）》に 13 名（男性 6名、
女性 7名）、第 7陣《7月 22 日（金）》に 14 名（男性 9名、女性 5名）の応募がありました（各回、添乗職
員 1名含む）。今回活動された方の中には、以前も申し込みをしたものの派遣が中止になり活動できなかった
12 名の方々も含まれています。

　各回の活動内容は以下の通りです。
●�第 5陣は、熊本市に大雨警報が発令されたため中止。
●�第 6陣は、熊本市災害ボランティアセンターに到着後、2名～4名で1組を作り、5組に分かれて
被災した家屋の部屋の片づけなどを行いました。

●�第 7陣は、熊本災害ボランティアセンターに到着後、14名全員で被災した家屋の瓦の片づけを行い
ました。日中は気温が高く、また瓦の量も多く土嚢袋約370袋分の瓦を集めました。

【第5陣・第6陣・第7陣錦江町支援隊　参加者（敬称略、カッコ内は自治会名または市町村名）】
※活動に参加または申し込みされた方を 50音順に紹介します。

【第5陣】
• 上之段 早苗	（鹿屋市）
•楠元　 忠洋	（鵜戸野）
•阪口　 隆博	（鹿児島市）
•山王　 洋介	（神川中）
•新田　 敏郎	（山之口）
•水流　 賢一	（京町）
•冨尾　 俊一	（上柴立）
•新原　 幸優	（宮脇）

【第6陣】
• 壱崎 美代子	（壱崎）
•上園 ひとみ	（鳥浜）
•大庭　 裕子	（昇陽）
•落司　 毅	 （瀬戸山）
•木場　 一昭	（鳥浜）
•阪口　 隆博	（鹿児島市）
•立切　 豊子	（神川新町）
•鶴田　 明	 （中村）
•長濱　 勝巳	（鳥井戸）
•長濱　 裕子	（鳥井戸）
•船迫 小百合	（麓）
•麥生田 才子	（表木）

【第7陣】
• 池迫　 重利	（神川中原）
•岩崎　 史教	（栄町）
•落司　 道子	（瀬戸山）
•上吹越 寿次	（鳥井戸）
•川越　 裕子	（大橋上）
•小脇　 光春	（六反田）
•笹原　 政夫	（笹原）
•瀬戸 ちどり	（塩屋）
•長濱 登美子	（京町）
•西薗　 義光	（鹿屋市）
•平石　 誠	 （柴立）
•松原　 村子	（麓）
•宮下　 和久	（上之宇都）

第 7 陣の際の瓦撤去作業の様子
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戸
籍
の
窓

7月１日
〜7月31日

今月の

田代小1年（鶴園自治会）
鶴園 健

けん

真
しん

さん
大根占小６年（大橋上自治会）

高田 純
よし

希
き

さん

　ぼくは、おかあさんといもうとのしんかちゃんと、やまんなかと
しょしつにいきます。ぼくは、めいろの本やどうぶつの本がすきです。
　しょうかいする本は、「ようかいウォッチ」です。その中の「しわ
しわのばぁ～！？」です。ようかいしわくちゃんが出てきて、ケー
タとウィスパーにビームをはっしゃして、2 人がしわくちゃでヨボ
ヨボになるところが、おもしろかったです。みなさんも、みてくだ
さい。

　僕は、歴史が好きです。
　この本は、大将になるためにたくさん戦いをすること
が詳しく書かれています。
　織田信長がもう少しで天下統一（日本一）なるところ
だったのに１５８２年に本能寺で、殺されてしまいます。
　僕はこの話を読んだとき、きっと悔しかっただろうな
あと思いました。
　いろいろ戦いの話が出てきますよ。

「戦国武将大百科１　東日本編」
二木 謙一 /監修

「イラストストーリー妖怪ウォッチ
～新妖怪登場！の巻～」

レベルファイブ /原作・監修

　

戸
籍
の
窓
に
は
依
頼
が
あ
っ
た

方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

他
市
町
村
で
届
出
を
さ
れ
た
方

で
、
こ
ち
ら
の
広
報
誌
に
掲
載
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
掲
載
依
頼
書
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
住
民
窓
口

（
℡
０
９
９
４
‐
22
‐
３
０
３
９
）

ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

総務課からのお知らせ

「錦江町公共施設等総合管理計画
策定委員会」の委員を募集します。

【役　　割】今後の公共施設のあり方についての協議や検討など
【対  象  者】�平成 28 年８月１日時点において、本町に１年以上在住する

満 20 歳以上の人
【任　　期】平成 29 年３月 31 日まで
【定　　員】�２名以内（応募者多数の場合は、年齢や居住地などを総合

的に勘案し、選考により決定）
【応募方法】�応募用紙に必要事項を記入し、総務課（本庁２階）・観光交

流課（支所１階）まで郵送又は、直接持参してください。
詳細は、申込書の裏面に記載の募集要項をご覧ください。
※�申込書は、総務課又は観光交流課に備え付けてあるほか、町

ホームページからもダウンロードできます。
【応募期限】８月 26 日（金）午後５時必着
【提  出  先】総務課、観光交流課
【お問い合わせ先】総務課　℡ 22-0511

戸籍に関する情報はホームページ上では
掲載致しておりません
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・�

Ｄ
日
程　
平
成
28
年
12
月
19
日

（
月
）
～
平
成
29
年
1
月
19
日
（
木
）

・�

Ｅ
日
程　
平
成
29
年
2
月
6
日

（
月
）
～
平
成
29
年
3
月
3
日
（
金
）

⃝

授
業
料
、入
校
料
は
無
料
で
す
。

⃝
�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
あ
っ
せ
ん
を

受
け
ら
れ
た
方
は
、
雇
用
保
険

の
延
長
、
職
業
訓
練
受
講
給
付

金
・
訓
練
手
当
の
支
給
が
受
け

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■�
障
害
者
委
託
訓
練
生
募
集

　

障
害
者
委
託
訓
練
と
は
鹿
児
島

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
が
多
様

な
職
業
訓
練
を
行
う
た
め
に
、
企

業
、
民
間
教
育
機
関
、
社
会
福
祉

法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
様
々
な
機

関
に
委
託
し
て
実
施
し
て
い
る
職

業
訓
練
で
す
。

【�

訓
練
期
間
】
平
成
28
年
11
月
15
日

（
火
）
～
平
成
29
年
2
月
14
日
（
火
）

（
3
か
月
）

【�

訓
練
内
容
】
介
護
職
員
初
任
者

研
修
課
程
・
そ
の
他
独
自
の
就

労
支
援
講
座

【�

訓
練
委
託
先
】

 �

企
業
組
合 

労
協
セ
ン
タ
ー
事
業
団

 

大
隅
地
域
福
祉
事
業
所　

ゆ
ら
お
う

　
℡ 

０
９
９
４
‐
42
‐
７
０
７
８

【�

募
集
期
間
】
平
成
28
年
9
月
12
日

（
月
）～
平
成
28
年
10
月
7
日（
金
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
℡ 

０
９
９
６
‐
44
‐
２
２
０
６

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鹿
屋

　
℡ 

０
９
９
４
‐
42
‐
４
１
３
５

　

鹿
屋
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
鹿
屋
）
で
は
、
障
害

者
の
就
職
促
進
の
一
環
と
し
て
鹿

屋
・
大
隅
地
区
障
害
者
就
職
面
接

会
を
実
施
し
ま
す
。
当
日
は
障
害

者
の
方
々
の
雇
用
を
検
討
し
て
い

る
事
業
所
が
参
加
し
ま
す
。

【�

日
程
】平
成
28
年
9
月
16
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★ ★ ★

★ ★ ★

医師情報提供のお願い
肝属郡医師会立病院

情報受付窓口
◦肝属郡医師会立病院　総務課企画係	℡ 0994-22-3111（代表）
◦錦江町役場保健福祉課	 ℡ 0994-22-3041（直通）
◦南大隅町役場町民保健課	 ℡ 0994-24-3125（直通）

当院では、勤務して頂ける医師を探しております。
地元出身等の医師、あるいは医学部生をご存じの方はいらっ
しゃいませんか？
情報をお持ちの方は是非ご一報ください。

安心の年中 365日・24時間受付
−家族葬、自宅葬から一般葬まで−
― ご家族の一人として、ご家族と共に―

なんぐう
愛・まごころ Lumiere

総 合 葬 祭

錦江町馬場 2142 番地 1（タイヨーさん隣）
℡（0994）28-3491・℡（0994）24-4444

〔JA グ ル ー プ　 ㈱ き も つ き 〕

真心と誠意の

急募 肝属郡医師会立病院
リハビリ助手（資格不要・パート可）
介護福祉士（パート可）
看護補助者（資格不要・パート可）
臨床工学士

　※すべての職種において、入職６ヶ月後 赴任手当を支給

介護老人保健施設みなみかぜ
介護福祉士・介護員

【お問い合わせ】
肝属郡医師会立病院

総務課庶務係
TEL 0994–22-3111

株式会社 エム・コーポレーション
〒893-0063 鹿児島県鹿屋市新栄町32-8　℡ 0994-40-3443

（臨時）清掃員募集（大根占郵便局・田代郵便局）
・�郵便局内でのモップかけ、トイレ等の清掃業務の仕事です。
・�毎週火曜日と金曜日が大根占郵便局の勤務日で、勤務時間は
２.５時間になります。

・��毎週木曜日は田代郵便局の勤務で、勤務時間は2
時間となります。

雇用形態：パートタイム　　賃金：（時給）780円



月　日 病　院　名 電話番号
8/14 肝属医師会立病院 22-3111

21 津崎医院 24-2166
28 大根占医院 22-2658

9/  4 長浜医院 22-0137
11 じょうさいクリニック 24-2977

※�諸事情により変更となる場合がございます
ので、ご利用の前にお問い合わせください。

大根占地区
◦公営　港団地…………………… ２戸
◦公営　神之浜団地……………… １戸
◦公営　神川団地………………… １戸
◦町営　池田川北住宅…………… １戸
◦町営　旧池田中職員住宅……… １戸

田代地区
◦公営　溝下住宅………………… １戸
お問い合わせ及び入居希望の方は、本庁建
設課へご連絡ください。

住民基本台帳法改正に伴い、外国人住民も
含まれます。

前月比
人　口 8,081人 （△14）

男 3,771人 （△   6）
女 4,310人 （△   8）

世帯数 4,000戸 （△   6）

平成28年８月1日現在

（８月 1日現在）

町営住宅 空き家情報

休日の在宅当番医

人口の動き

※�３Ｂ体操と国保運動教室は随時参加者を募集しております。詳しくは、保健福祉課または地
域包括支援センターへお問い合わせください。
※�結核レントゲン検診及び肺がん検診…８月29日（月）～９月９日（金）　【各地区】
　詳細は通知書どおり

■お問い合わせ番号一覧
・保健福祉課…………………… ℡ 0994-22-3044
・地域包括支援センター……… ℡ 0994-22-3030
・鹿児島県司法書士会………… ℡ 099-256-0335
・教育委員会…………………… ℡ 0994-22-0517子育て・各種教室

内　　容 月　日 場　　所 時　間 問合せ

母子相談
8 月18 日（木）

錦江町保健センター   9：00 ～
10：30 保健福祉課

9 月 8 日（木）

無料法律相談 毎週月曜日 南大隅地区司法書士
法律相談センター

13：00 ～
16：00

鹿 児 島 県
司法書士会

相　談

内　　容 月　日 場　　所 時　間 問合せ
小・中学校始業式 9 月 1 日（木）

・町県民税
・固定資産税
納付期限

8 月31日（水）

怖いお話会 8月26日（金）文化センター 19：30
～ 20：30 教育委員会

行事・イベント

くらしの情報

［ 編集後記 ］
●今月はイベントも多くさまざまな
イベントに参加しましたが、地域
の伝統やつながりがあるからこそ、
このようなイベントが続けていけ
るのだと勉強する日々です。まだ
まだ暑さは続きますが、体調管理
には気を付けて残りの夏のイベン
ト等をお楽しみください。

内　　容 月　日 場　　所 時　間 問合せ
マミー 8 月19日( 金 ) 錦江町保健センター 9：45 ～ 保健福祉課

かみかみ教室 8月26日( 金) 錦江町保健センター 9：15 ～ 保健福祉課

乳児健診 8 月31日( 水 ) 錦江町保健センター 13：00 ～ 保健福祉課

たんぽぽ教室 8月25日( 木 ) 錦江町保健センター 9：30 ～ 保健福祉課

3 Ｂ体操
8 月 17 日（水）
8 月 18 日（木）
8 月 25 日（木）

岩崎公民館
神川上公民館
大原多目的集会施設

10：30 ～
10：30 ～
10：00 ～

地域包括支援
センター

国保運動教室 毎週火曜日 錦江町保健センター 10：00
　～ 11：30 保健福祉課

げんきぼ教室 毎週月・木曜日
毎週火・金曜日

田代保健福祉センター
錦江町保健センター

14：00 ～
14：00 ～

地域包括支援
センター
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